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収穫雲：収量において晩権の9月24日播種区は9月

10日播種区に此し32第とかなり低くなってその減収

が甚だしい。

播種期：1962年の如く播種勘の気象に恵まれた年

は9月15日直播で良結果が得られ・1963年の如く

気象条件が悪い年次にあっては9月10日播でも良結果

とは云いがたいこともある・以上からして直姥の播種期

は9月10日－9月15日とその幅はせせh日数である・

4　む　　　ナ　　　び

東北地方における玉葱の秋季直権の時期は9月10日

～9月15日とその播種期間は幅のせまい日数である・

このことは9月最低気温において，第2・第3半句とも

に174‘C前後の気温が，第4半句になれば155●Cと

急に低温となる．地下5用の地温把かhても9月第2半

句で19・C第3半句21・こ’Cの地温が第4半句になれば

282℃と低湿のあらわれが判然とする．したがって稔

等のおそれのある年次においては早目に終嘩することが

肝要である。次に9月第2・第3半句の頃は台風の季節

でもあるが，一般に乾燥期であるため，ほ幼魚仁に特に

注意しなければならない．播種当時の乾燥は幼苗の生育

把か走力の影響をあたえ，直播玉葱の多収・少収の決定

的要因となるので．ほ場条件は有機質の豊富な巴沃ほ場

でなければならない。この条件のよ困急場にあっては1。

a当少の播種丑は1－12＿βで移植栽培と同様な結果が

得られる．

寒地におけるねぎの品種と生態について

第2報　越冬栽培の品種について

平尾陸郎．観井雄行

（青森県鳥試）

1　ま　え　が　さ

寒地育成の品種について・越冬性のほか・栽培期間中

の耐暑性あるいは生育状況など生態的に差があるのでは

ないかと考えられるので・暖地の品種も併用し・1962

年，1963年d■2ヶ年栽培試験を行なったので・その

結果について報告する・

2　試　験　方　法

1・供試品種

（1962年）千住・伯州・砂村赤柄・会津・砂村合柄・

飽海。石沢・石倉・長谷・札幌・源吾・飛禅

高畑・南部因・南部脚。南部（南）

（1963年）札幌・石沢・石倉・長谷。南鰍A卜

南部軌

（証）南部鮎卸は当場にかいて南部太の中から昇少

がよく分けつの少帥系統を選抜し育成中のもの。南

部（南）は南部町産のもの・
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2　耕　種　法

項旧
播種期 定植期

育　 苗 栽　 権
収隆抽

試験年 日　 数 距　 離

19 62 年

月　日 月　日 l　 日 ぐ● 月　日

4　25 7　2 7 94 9 0×75 4　 5

19 63 年 5 10 8　　 2 95 9 n x8 0 4 14

供試面轍

1962年　1品種8258　2区制

1963年　1品種815a　4区制

3　試　験　結　果

1．越冬中の生育状況

（1962年）

越冬中の生育を素数（展開棄）と1珠玉についてみる

と第1図のとお少で，1月の調査では凍雪害によって枯

損した葉が多く，頚数は12月上々減少していた．2月

に入ってからは疾い積雪に保護されたためか，1月に比

赦して素数の増加した品種が多かった．3月の調査では

再び薫数の減少がみられるが，越冬前に乗数の少なかっ

た・札幌・金津・飛神・源吾の各品種は越冬中及び越冬

後の乗数は比教的減少が少なく，また砂村・高畑等も分

けつのためか洩秦は少なくなっている。

1株軍拡かいては・札幌・会津・飛禅及び源吾の減少

（虔扱）
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曲線がゆるやかで・その他の．ミ：＝三種でIi．1‘班をちそれて

2月から3月にかけ・急速に1枚重の減少してノ．るつ

が目立った．

また4月上旬・各品種の越冬状況告訴禿したカニ，各

品種とも殆んと全株が越冬して，品種による越冬性か

差はみとめられなかった，

この越冬蜜が高かったのは1962年度の挟雪が多

く・しかもその消雪が3月下旬に急速に行なわれ，71

雪期及びその後の気温が高く，積雪量の割に融準雪潮

間が短く融雪水による根の生育抑制が少なかったこと

などが原因しているものと思われる．

（1963年）

1962年同様・各品種の葉数と1株重について越

冬中の推移をみると，第2回のように，票数（展開乗

数）では石倉・長谷及び南部2系統とも越冬前12月

に比べて越冬中は凍雪害によカ枯損し，4月までに30

宙内外の減少を示しているのに対して，石沢の減少は

少なく・札幌も1月，2月は減少がみられたがその後

乗数が増加し，越冬後には12月の葉顔と差がをしっま

でに回復していた，

1枚重も乗数と類似の傾向を示し，札幌は1月及び

2月には越冬前に比べて減少しているが，3月下旬か

ら4月中旬にかけて増加してお力越冬前よりもやや重

くなっていた。石沢では越冬中の1枚重に減少がみら

れず・3月下旬から4月上旬にやや減少しているが，

第1図　　越冬中の各品種の素数と1枚重の推移（1962）



188
東北農業研究　第7号

∴∴∴
第2囲　越冬中の各品種の生業数と1株重の推移（1963）

、越冬前との差はみとめられなかった・しかし長谷・石

倉・南部2系統は越冬前の重量に対して・40～50

第の減少率を示している・

越冬の状況をみると第1表のように品種間に差がみ

とめられ－札幌・石沢・南部2系統はそれぞれ90節

以上，石倉は84節・長谷では58かの越冬率を示し・

従来越冬率の低いとされていた石倉が意外によく越冬

した．

第1表　各品種の越冬率　（1963）

　 区

品種 別
Ⅰ Ⅱ Ⅱ 3 区平 均

札　 幌
9 2 0 第 10 80 年 9 4 0 第 95 3 界

石　 沢 98 0 9 8 0 94 0 9 4 0

石　 倉 8 6 0 88 0 88 0 8 4 6

長　 谷 4 8 0 78 0 6 4．0 58，0

南 部 仏） 9 8 0 9 2 0 92 0 9⊥3

南 部 匝） 10 8 0 9 8 0 9 4 0 9 7 3

（証）1区当少株数－50株

2　収量について

1．962年は4月5日，1963年は4月14日に

それぞれ収穫を行ない・各品種の収量を調査した・両

年とも圃場の都合で春ねぎとしては収度が早かったた

め，葉の生育が不十分で越冬ねぎの収量としては少邑

であるが，1962年度では南部各系統及び砂村合柄

が多く－札幌・会津・飛禅・源吾・長谷等が少なかっ

た．

1963年度には越冬健全株について収量をみたが，

南部各系統及び石沢が多収で・札幌は越冬率は高かっ

たが株が小さく，4月中旬の収種では収量があがらな

かった。

第2表　越冬後の各品種収量（a当少挟許）

　 年次別

品 種
1 9 6 2 年 1 9 6 3 年

千　　 住
2 3 8 3 町 晦

1 5 7 5

2 3 7 8

1 9 9 9

砂 村 台柄 2 4 7 9

砂 村 赤 柄 2 9 3 5

伯　　 州 2 5 2 5

金　　 津 1 6 8 8

札　　 幌 1 1 4 9

飛　　 禅 1 2 8 1

聴　　 音 1 6 1 6

石　　 沢 2 0 4．5

飽　　 海 2 1 5 4

石　　 倉 2 3 4．8

長　　 谷 1 6 3 8 1 2 5 6

2 3 8 1

高　　 畑 2 1 1．3

南 部 ・） 4 7 5，0

南 部　 飴） 2 8 1 7 2 5 6 3

南 部 （南 ） 3 3 5 2

（詮）1962年2区，63年3区平均（1区33m2）

a　抽苔について

越冬ねぎにおいては越冬後の抽苔が・品質に大きく関

係するので，1963年度にこれについての調査を行な

ったが，2月20日以降の苔長と収種時における抽苔状

況は3表のとおりで・札幌は苔の発育がおそく・長谷と

南部2系統はやや早目で・石沢及び石倉の苔の伸長は早

抽苔も苔の伸長とほほ平行して行われ・石沢及び石倉

の抽苔株は多く，南部2系統と長谷がこれについで多く・

札幌では収悸時の抽苔株が全然みられなかった・ただ石

沢の中には寒地夏ねぎに似て・葉色が濃く棄鞘の短い苔

だちのかそいものと・＿暖地冬ねぎ型の葉色が淡く・棄鞘

の伸びがよい抽苔の早いものと・抽苔性の臭った二つの

型がみうけられた．
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第3表　苔の発育状況と抽古楽（1963J

項 目

品種

苔 のト さ （5 枚ヰ殉 ）（C詔） 抽 苗ヰく〔剰

（1弘株当カ）
月　　　 日 月　 日 月　 日

2　　 2 0 3　　 2 3 4　 14

札　　 幌 1．日 29 7 7 0

石　　 沢 11．4 178 2 a 3 1 a O

か　　 倉 18 7 1 2 3 2 6 6 1 1．0

長　　 谷 3 2 8 4 l a 8 2 0

南部　 仏） 1 17 9 3 1 5 5 4 6

南部　 由） 7 7 70 1 8 6 6 0
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4　越冬中の会葬款につン・て

12日以降，各一指和につレ・て．棄斬ノ；〇ノこ集開業を

含む全素数の推移をみると4表つように．札幌でiニ3

月下旬まで殆んど実数に変化がなく　生合が停止して

おれ他の品種では12月U、簿3月下旬づ∵でに，ノ仁折

は165宙，石倉・長谷・r幸ほこ2弄孝かi3りチリけi二・

乗数減がみられ，　これらのよ椎は順次外柔が凍

第4表　　越冬中における全薫数の推移

項　 且

調　　 査　　 月　　 日 減　 少　 審 4 月 1 4 日の

月　日 月　 日 月　 日 月　日 月　 日 竺 ㌢ 」二 ㌢

品　 種
12 19
（A）

L　2 1 2　3 0 ま 2 3
（B）
4 14
（CJ

展開生乗数

札　 幌

（枚）

9 0 8 2 8 6 8 4 5 3

悌l

6 6

（刺

4 1 1

（枚）

3 5

石　　 沢 8 6 9 0 7 8 7 2 ま5 1 6 5 5 9 3 ユ5

石　 倉 1 （16 9 8 9 4 7 8 ユ8 2 6 2 6 4、2 3 5

長　 谷 1 8 6 1 8 2 1 0 0 7 4 5 3 3 1．5 5 8 0 a 7

南部 仏） 1 0 2 1 8 0 8 6 6 6 4 7 3 5 2 5 3 8 ユ6

南 部 （BJ l L 8 9 4 8 8 8 4 4 6 2 8 8 6 1 0 3 3

雪糾うけ損耗していると同時に・越冬中も新案を出し　耗が多く走ったので仕組かと思われる．
ながら生育を続けていることがみとめられ，石沢は生育

過や損耗の度合が少なく，石倉・長谷・南部2系統は大

きいよ　うにみうけられた．

3月下以降4月中旬までの就業は各品種とも多くなって

いるが・これは消雪春暖によって隼青が盛んになったが．

1963年度は前年に比べて積雪壷が異なカ．3月中旬以．

降の積雪量が30亡か前後で，しかも融雪期間が長く，消

雪拗前後の気温が低いなど．生理的障害によって葉の損

4　む　　ナ　　び

以上の結果から・春ねぎとして栽培されてhる札幌を

除いて・越冬栽培用品種としては・線冬性もあわ抽苔も

比較的かそい。南部一本太が一応春ねぎとして利用でき
るように思われる．


